
 
  



  



 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組状況・目標達成状況報告  
浜松市立開成中学校 

１  ねらい  

「学校いじめ防止基本方針」に基づき、校内いじめ対策委員会を設置しています。 

校内いじめ対策委員会では、「いじめ見逃しゼロ」を目標として取り組みました。 

 

２  実践  

〇校内いじめ対策委員会 

   参加メンバー：校長、教頭、主幹教諭、生徒指導主事、各学年生活担当、養護教諭、外国人担当、発達支援コー

ディネーター、（学年主任、担任、部活動顧問、スクールソーシャルワーカー（SSW）、スク

ールカウンセラー（SC）） 

校内いじめ対策委員会は、毎月第１月曜日に実施しています。また、臨時で行

うこともあります。この会では、いじめを認知し、その解消に向けた方針を決定

するとともに、指導後の被害生徒、加害生徒の様子を共有しています。また、週

に１回、生活部会を実施して情報を共有し、学年ごとの会議において情報伝達をして

います。 

 

  ○SC、SSWの活用、外部機関との連携 

いじめにより悩みを抱えた生徒が、SCのもとで、教育相談を受ける体制が整っ

ています。また、生徒だけでなく、保護者とのカウンセリングも行い、大きな教

育効果を上げています。 

学級担任や関係職員、SSW等が家庭訪問を行っています。また、教育委員会、

校外まなびの教室、警察、児童相談所、医療機関、民間施設と協力しています。 

 

  ３  成果と課題  

令和７年２月12日現在、いじめ認知件数は102件（解消31件）でした（令和

５年度：60件、令和４年度：37件、令和３年度：24件、令和２年度：７件）。

発見の過程として多かったものは、本人・保護者からの訴え、アンケートでした。 

いじめ認知件数が増加したことは、いじめを訴えやすい環境が整ってきた成果

だと考えています。また、学期に１回「いじめアンケート」を行い、全生徒対象

にアンケートを踏まえた「いじめ個人面談」を実施したことも効果的だったとと

らえています。 

昨今、SNS上のトラブルが急増しています。SNS上の誹謗中傷が校内でのいじ

めと関係していると考えられるケースがありました。生徒・保護者への危険性や

健全な使い方の周知の必要性を感じています。 

今年度は、新規に年間を通したソーシャルスキルトレーニング、ネット依存ト

ラブル防止プログラムを実施しました。来年度も継続したいと考えています。 

  



  



 

  



 

 


